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論説

ドイツ曙壊盟芸家論ノート(1)

クレブブア}び)円庁長iを中心に

!
 
下 竜

巨:欠

iまじめに

第 クレブノ/ーの環了克:"1ま誌
治 1I::i f;ft要

第;!.L>i エ'iU克ヨ?まの域，~:';

第31t片 f也σJd来日町原見:;との!羽係
a:~ 4 1~~i 大山辺、この関係

第三節倹 i丁

はじめに

(1 i 原境問訟はj晃代村会l?とって容易;、 i可決"C'きない阿訟であ 11、1
'
;1、

地方公共凶作、 F託業高、 $~t: らには国際社会が協力しながら取り組ん

でいかなければ解決でえないj訂版であろう c 結 次1完治糸本計|酎:1994

年J が成工完成i(，の長期均な Uf'Jの っとして「公E な72士J分担のトでの

すべての主体的多!JUの実現」をあ17たのは、その4うな意識からではま

いかシ lRZわれるししかし間忠i土、協力のあり方、参加のあり方ぜある 3

制u;と{工、日 l手、 環境恭卒法では住民参泣か時jf(fでなく、川氏(;;1:

J¥詰f克1撃がなく主主著だけがさめら jiていた。I¥Cりからこの 2;Uついて、

きrF~ぃ批 'IJがあっえためか、九第一次i;:: 党長本J 1llllHJ で:土、参加を

j訂起 してし ιるハしかL、こ乙でいう参加は住民参加でl土ない v 国、地方

ー ~.Û、:):， 6.67(;) ふS60
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公共凶付、宇条者、凶民、民同凶体すべてが明右らびに，rt'~;:~分却によっ

て参加するこことなっているつつまり、>ji":l涜恭本法における責務をより

詳しく規定L;こlーすぎないへ阿見が主権{;，と 1て同家付会の---;--:人Lとであ

1I、現J主権をも売、 J之社という公共財を政府カ保全するよう仁参加して

働きかけるとしもうのでは右いυ この「計画」では、国三宅も事業EもICJヒ

Jうに加古オ??であうて、 pppにJ'-)てその汚染ω姥l支lこ院とて負何せ

ょと， 'う ンゲ議仏ヲて， 'るぐ :れは，*;í-~典派流のr百貨苫

主権論である J つまり、欠..を問し、~f.:J兄破壊がおこるのも、 Wl費者が

そういう r材をえんび大国 rp費を好むためであるというのである ~J と批

判する仁手者も 'U4c;の環j立政淡のi町民l正、 言でいえば、同家・企

業の豆任のあいあいまいfヒ，ある U これに対して法律学がなすべさこ ζ

は、 i'j家・企業の(法的}責任の t月隆也ごあ」ド、仕上" iI司氏)やl'ili，

)j 公共 I.~1 jトが環境保護の王休となるよう

Zと考えている ν 口

Lかしなが己、国じのみ工、仁可法の 権ふ認めるJ]'h憲法存

前誌にするな h、主主誠心、を制定し、号れに担、づき球域言動を規制し、

球埼汚染によるもZ苔を十J済するのは、 次的には|ュ|であるじつま札 口業

J克j法のl止界目立国の役まを無混することはできないロでは、 IIi~さと巨
はとの rにうな関係にあるのであろうかI つのJ3えJ:d正、市長か烹境梓

を持丸、凶には土it涜(存主義4告があるというように I!itcC引金利:)~凶家。ノ義

務がトJI.:~; しているとし a うものであろう c しかし、 r~，1T~~よ・法律は環境

を時i よ P-UEめどいない仁、判例も fJ詰J~十舎を ~Eぬぐいない i また、

(1) ~!rt::;克保i主義務も、 自じで積 i!ti的;ーム ~l~ されているものの4、引いと・年:

!交を構築すべきであ

I 'H'ンド窓 1F:r~Jj副主淀σ1111祭イ[0 -:19%正 I190員j立下 なか、山下では C' .] 

はさP:.I言による椅ユィ炉、 i...> はJIi:ょの九:旨を/，'寸
7副院 j京J琵 tg'J)~のグ口~川ノL ↑ことじヰの成農政散の主容」行即時m1'，己~):i0 

': lDリ7年;ぉ頁f

tJUI日時JQ保護Uノキ体 l→村長 水野武夫ー藤原 1;~ f.:j;' 羽~ J新マ i京1立法人円1

I 斗附/年ノ :-)8'~青山下、 l町「稲城出干|会の形成 ι;:;:: ~，っく 1') J 竺山北一 見ト}土

汁 .~~(fじ注文:編者『まちて)くi') 環境1Trr))n~，た〆J~肌t.~ (200711-') 290自以 :':1;1;百三

，戸くから同試の持涜保謀、'ñ~務を4青磁~!，) (.よ十伝 Ll" ものとして、~!tr::')}進 I~

誕の環境保計義務序説':1) ，_. <: ，1・フ(.1 長本権この関係を中Jいに u治i1l:
光71 主主 J 号108rÜ~: 、 日号81Rk'!t、 7号87rcUI、8号 l泊円以 l'(泊。年)

りに

。
而ph
 
Q
 
5
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でJ;く認め~)れているわけではないd

ような関係にあるか lあるいは、どのような

問題は、誤認と~， -(一後九れ ζいる~

。
}附 l此

において dl民と凶はどの

にあるべきか1とし寸

1:2¥ ここで、 ドイツ 1:'IJをi日]けると、 192ヲ年代コにから法子主力、中心と

なって絞境出家をめぐる訟論が1丁われていることがI王Uされる 或境匠

米に闘する!な州首 P として、ミヒャエル クしプソアしによる

プロジにクト C19S8-~9~nZ)ヘクラワス・ボノセルマン「エコロシ­

ÍÎ， ì古|町家~ ~:99/1 年)、 Yレ í" )ンフ・ン L タインベルク J_'f コロンー立定

出家J(1 D~8j'-f、}ヘクリスティアン‘刀"ユース ~;;tifr出 J不 ζ 弓;t奇函 J不日以)1

i}.:; Sとい〉たものがある c 雌かに、三れらのも'JI'?，しの問にi土、 'J長j品Jの

{l;わりに I，'Cゴロジー」と"，う青葉が使われた泊、岡京(::草苦情 だけ

むをく「;去治」あるしは「立害、 という修飾E汁もつけられたリ、相遠山、

もはιられるが、環境保議亡国家との際係を伐汁している，凸で共通してい

ZようにJιわれる

がある u また、大j今、直'~:Ii I'-~寸気 窓口、における弱点規だのあリ方 lシコ)スト

1l出りはlli)(;年lJ2貝以下l止、当時の:87i改iρ)訪きの中で、環境仁閲する氾
定c-;追加のぷdH刀あることを附まえて、訟法以泣バ、百?究者プtFQ'二ったン/ポジ

J ムをまとめたものであるが、 i，t，μよい国家の時局深~tf義務(!)況JLヘコ]長崎参力rJ住

。〉対7Eをおくよとで育~"(!)一致をみた~: (110只i がi;ゴされるr

}約fl1r J事」克i込議(?).j一体J(前;司勺t:_;-j)日 9 :H~立 保持今C47量一Jべ主 cあるとい
う ít' fモグ)，~忠が 1/. l'むに反収 1 ，はじめて、 J~~:h主 l't:が c:;:] 旨長れるのではないか

まλ、やJ勺が事業活動を主主況一事業前勤を£1市'19る尽J立1T乱立を監千日して:ょ
とめて、土~，:~に l'ffl:~克守染活動が;亡ιされるル考えられるハ込ペ I: Lか L、

筆Mもこれで環ほ法における i'jJ;;と凶の関係がうまく ~E剥できたと与え L いる

わけτはないU

r) ¥lic;:acl五locpfcr(H了3只 ClE¥-¥.'cltstaμ↑ 1989(Klocpfcl ヘllfdc江l¥¥'C沿フUlE

I干1:1¥¥汁lおL礼汁， H. IIO[l汀礼1111.Dic /¥11吾川);_. (]('メ mけd('rn('11日L礼"只 q](1rlCl 

ll]"，wt'ltschUc;:J: dt'日， IntεJ山日ioLnartAsoekムゼ d同 Un-，，'丸山sLats打、日1.l!J:)4 

12: clcrs. :hr公立).lJn: ¥，¥，rJL日aヌLa1s Zllb .. :nIL 19~Ì'i 

1くじはISB.同町1n;町民1)('1-():，- ()~()gi刈hてれ(" :--.t州Lt~Jt， in: [;;'h('I':L1S B;-dlEL刊叫什

1tczrAltlOKOl叫乙日cl:.cn豆町hL，-;sL:::lL，199，1 
(' T(llrlolf日t川口hu只fλj"iikolu印刷 IlcVCrf，l只日1m定人対日付↑， 199メ

，1 Christianιηムliε5S.ke~ l-;， ésstz，a， lll1d l;n~weltstZt Z， é ， 2:〆JI
lυ 力リ Lスも、各州究の宍地点とし て、-:，1)]十1家(， ":J嵩境保護的責f二九ア"ι'"山 or~llll~;]

ー ~.Û、 :):Ji.66S) ふS:J宅
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手者がこtしらの告Jj句に関心をも〆たのは、先に誌へたょっに、国縦士克

I"i 君、におしゐて市1\;がとのようにぺ，~lB.つけられているかを知りたいと忠 3

たからマあるムもう 一つの垣市は、必ドイツで碍境問家が設品討される法

劫列会的ぽ景を知リ丈いと!ニi，~~) t語、Lうである「最近、 ドイ/~土 l>>)売先二色

白であるシよく百われるが1、これはl厳密に誌がJな町、院でZわれている

わけではな 1、。これに対し、;云'-'-r:ffがf車1歩1'，1米なるものを論とるつ3らに

は、そこ;イ，~らかの規範(:'~告味が含まれているのではないかと考えたわ

けである¥ このような木朴な同心・疑問から、環〆兄rq家に尚一千るdu文

を課す戸、 L:岩まの枠内で、つまり世の法法原則こ合致ずるように議論をする
}-~/をあ (fる{じallic品川íd~ì: ì: 3 )日

11 {，叶えは、 .J.，-:.~Ij .神百戸中ノ寸主主1:〆日11司法鋲'TO:':Iよ、 1f;':):境先送:;:1 ド「ノ

といみ ;;p手作っている ¥hl:，V ，' iW\A:"\ ♂ ('r Fl ;ìj:.-rO;i~、，， 1配ハ 0; .Jηjp/Ulr:.抗日"

;nd t'， .htl~d:' まに日本にお v、でも、中央報1主審議会 '2111沼米1克立匡戦略

特別吋;公 (/j巧言を踏まえて、川J07年 5刀 η1世紀j来場立五戦略 jが|剖;主決疋

己れた そごさは、 l 官民協調ぃ。る :TX.~iiが肴i 支示資済成長に寄っ 'C'"¥たこ

と仁みられる 4う仁、幅広い声高係者の参加と協働の下 j士協7Jし、 ι1保達'"凡

会口j可.t;c化や甘tti{[古測も、戎が伺:J)涼みの つである~とペ丈われて v るよ

、 l こ、...L1，;~ごしの役訟を明確(，::'-9{)というよ日もいわゆる各-".1もの協働 1、パ

トプ 〆ソプj 力、強詞さオしてし、る

l三件持l担 号l家L市の時代の終 i柑う 戦後 Vイソ意iJ、宇去に「とする荘 lーの覚え

品主.，; ('む :J-r 77~七 10 号 (~U():;+) 11:1 .f;':('以|、 1 1--;;- ~百八):')-4-'- )β1 貝シj 「は、 ドイ

ノ憲法了では、 1970{~ イ;手!)?;のには、同完ミAKよit削釈し， :よあまりィ，;((: ，'rむないと

考えられるよ"になったJ..-t ;~i 方、 ~7!&詐 K ド-( ''J~ 家巨 l市議光小寺~ 1[9 

世紀ドイソ的意法刈却の制究二け凶行、初出は1079-'1')357氏以人 358貝;土、

;;1家 ;;L内に代えて 1'1家任務--¥"l:J;l家11的という祥が!lJ ~， ¥られるごとがあるもの

川、 1960年ぺ緑、n孔降、 刻家日|ドj に関する議論が1'1びE主人にな 1 ときたと

9{) (なお、林'，'J長y川手771sllJ:j-(~4頁\"~、 198(1咋 r!~以日の~*;白の 1J5l催を指

摘するj…まと、 :1ノ十、では近年、小I11問IJ'国永H環境点"某本権門的存形成

す法;こJる憲法制Il:当の宍引 はω，1布、 2G2hl，:;'Iゃi長111+'3': 1 '1家口襟jJi.~ と

手会権.1 ，氷山年)といった仔よEか先走ちれといる こ11らの 前可家論出動

向に環境1+[来日前も問).'1.::していると若えられるが、このように陪述ているかに

ついて、ここで祝明言ーるがけの資料をさ止者は持っていな t"l() しかし、報境河家

論が環fiu王解釈誌や立l王誌にし、か品、る影響を投ぽよか1あるいは及ぼさ J士いかj

l土、足に、 J日{てにβ ける 般 '1家論の剖ーイl市に 定。)景;15を与えるであろっ一

二日誌s，)(円似)1)3仁三7 141 
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をし、くつ でみたが、各論者が杓~.なる多禄な論点、を;;zりているた

め、 r~J対"['君、に;tJtる筆者のイメ ンはなお間信にはなってvλない。し

かし、各市立者が扱う論点汗f料、¥iltc土13:レ2ものも含まれている乙、多ネtな

fぷl立を弘、介イヒすれば、 i宗治[[氷のイメージが{';Oかびトかりでくるのでは

なし寸リー考えている、

;;)，卜ごl立、環J京|川家戸市を読者ごとに波打 11ずながら、そのlパご1&われ

るいくつかの設内、を約介・検討する。での除、 ~t ~--込べた 2 つの但h['

r君!克門家における市民のfす置づげ、 l之~f.: Jえ["[家論のド、古 J 社会的背景に力:~

1て念総ごす出家論(j)iL :l~ 書 i味、そして最終的には了じなノツの球続出家詰

がU五の環説法学に対して↑P;らかの怠l比をもてJか、もっとするなら、ど

のようなま院かといった視刊誌ゐら l来院同家~il同検討し亡みた ν 九

時l託門家論(J)iJ、副社会sS背景あるいはu、的烹1'，ょにつしてここで6'-:f殺

桁してお〈と、まず援に浮かぶのが、:090:::i:ドイツ dh本i1:c~正により

を同家日除とする比定 (20a条 lSが迫力じさオtたが、それをめくる

議論デ環沼田本論の法的社会的iT京ではといかということごある f以ド、
条追加をめぐる誌玲を:--}土本Ij、初日条元f:JJ--，いう〕 かり tこ柑

|ュ l !t<;告と長本 ~':t~Oa 条論内国[Jなが しているのごあれば、

2Ca粂追加によって深J克国家前ばその1iJ2b.';を終えたことになる υ しカか、!しJ 、

よι;主7木1ド三y法主2ο向a 条i込且力加;日i後も環t涜凶在到|凶4家;論命
ん、各論;高でま2境凶家元市の|付存が;'，、なっているこ y に注立する必要があ

るが)、環域出家誌には基本法20a条訴と μ異なるィ1;1:む 含まれて

し、るのではないかと予想ちれる r

最後;fなったが、ドイ 'l;'季泣家論;:-:*1する汁木の先行業総としては、

竹下賢と?とイ斗彦の f~-Jtが最も重要である。竹下:上、 1jtt1rY の観点から

クレ/ブソザレやハッソ(ーホソマン [II出 :;0 Il()f~;-_，nnJ の J}R.:声トi家 pF主を，，'、

校本{土、クレブブ 7 、ンユタイシベルク、カリエスの時j克国家不正手こ

l 基本法20ヌ条;ま;:にのような規定である同家は、将来[U1tに対する責科に

ためにも、窓1L;1古今的秩序の枠内 Cすμ、により 支た、 iLi::I!.と叫、にどづい1判
行枠および設なによ:)、自然Ë'J'i{i基盤止乙、動物写山~ri~' C!る

1 ，:竹 r'-~-t 段時間五論の現ftú~主又 時J去来本Yパをてがかリえして 」間以、H

巻4・J号 (li)95〆T)131R'以|、卜J. ，ノス Y社会と球J;，回弘 法行これつ視有

か二 ， I勾法別委 i号 (200Gザ; l;;G~以，

ー ~.Û、 :):Ji.66 P; 1 ふS:J[ì
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りあげているコ、とりわけおと本(土、 これよ， 0)議言命をf-4r; かりに Lて ~;l境

I"i君、0)品本デザインをj主主 {-;-frt_ているctなわら、環境:_10_:ぶは事前陀度

同会、こ同家こいう 2うの性格宇{{;，、はの具体 Pヒと法の手絞化とい

う 2 つのィ云主 J戦時を右して vミるというものである~>>~克 1:_:-1J(!}コイメージ

をこれから豆体化しようと寸る本稿lよ、ネ;~;-*としし松本の n!j ヲ?の怠上

I寸を梨するにすヌなし hおそれがあゐが、まずは+6:ょ討を _~Iしに干すめること

(，~ ---;fる

第 1章 クレブファーの環境国家論

第 1節 概要

環境国手:という侃少を初めて iくしたのは、おそりく;、 Jア大学(Jlし

ベル"ン aブンボル!、大学)教ぷミヒ「ヱル・ク〆ブブァ であろう c

そこでまず、ク〆 fブア の攻法王]'i、論そ取り[けることにするピクレ/

プ 7"i' -i土、 19討が!から 199:~11-::こかけてダイムヲ-. /ミ〆 J~t凶からの

幼伐を J主げ、王者竣1"'1'君主ブロ乙 JクトをすすめえニこのブロンJ.7トには、

法守、経済宇、政治午、哲苧の七、P?から次のような研冗者が参力日した。
曾ブランクフルト大手:救t1ペンス ベ ター ベネーγlil河川 Petf'::"

fkeJlolJr] 

・ボ、 yムノ1、，'-;:#7:1受ハンス D.ヤラス[IIa:lぉ.0..:aras、;1

e トリ lI~苧教12ペ クぞん]")レガ :Pctcr ]¥.[(1γhurgcr] 

-フライアルア大学教授デイ ト1;ノピ .i" }レスワノーク lhl:TlCh 

~vIllís\\"icld 

-ソランクソ jレト jJγ教ぽエ y刀;レト・レ ピンダ [Cck;，ロ1Rehbin 

l 松本和t: 1 --r灼原口l'と諜0)主|家 臼 WiF;' 大再出編き'.労1丹ζよ需品 (2008 
年)2(町民l1.T.そのf;J.、環境司家じi<寸る帯、えの翻訳とししハソソー
ブマ;-両?詰l叫 fì}~) ゴ京O).;rf主としての環境仮設」球境技術2巻J号¥1;);)~ 
守) lK頁H:，'， )1-ドルノl. 会』タ fンベルクャト腎守邦弘訳) J葺岐 ;'r~-:::，:~ 五

(:::. ~:-)t ， "(; ;<イツ持法[11例 fづ|究会編 I 人|削・利了 j~柿1 ・ 3罰持'i， ....1'，虫共日付|究シ

ン ;j~ ジウム :1999年ノ 23~)F( Ll-:古、あるυ
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・ヴ工ルツプノレケ工、ベルリン・ブンボルトパわ教授ハツソ

ホフマン(1-~よ|、法学育改)

・7 工 1::" /'ゲシ大学教授ティーター・力シシーア

.ハーゲン/人"_;.f干l'i:j';え7)レブレ/"1 i~" • ，]ン 1ぐレス

マ-')レブ 'C ク大学教.J~*)レスツ f ンマ(才 k

nwnll] 山、 j一、経治学専辺j

. ;Fーフム大学教19口タール-F-ノイマン

・シェバイヤー大γ
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[i\~i:rcd ElldrcsJ 

[HOf坑 Ziη111引

lLutLaアず0:l:'un:ar:r;j

[Carl13öhre~J i、以上、政

治学専攻J

Lツ七ン大学教授力一凡、一つ 1ノードリ J ・ゲスマン

砂IchGcthrnan日哲学専攻;

被;， はし、くつかのF;j'ザピグノレ ブに分かれ、;E~t靖国家のアでと七る次の

ようなj甘jf主を検討した。

国家の環境責任

社会の球境EI工

社会による王宗務;おおは範のど ¥'i

域J立国家に 10Jかう連邦・国対~家

環}立{~~告と EC

土it境凶家における民二七的構造

環境f%譲にお il る戸出と丘、~fi::fi干、
ょoiU紀子イ yの本境法
思1立;更:彼金 基本間訟と崎棄物経済への.e";)IJ

地球式lj合間辺の国際的餅i文 地球漏暖化をFにLT

このE若乃~I'.i 宅、論ブ U ジェケト l立、 1993年ベル 11 ン ソンボルト大~:f- で

明併された会設によれ、て終了したJ そ市〆て、その iN<-~ミとして混羽までj最

1:1米に凶する木元日91市内版されているがl戸、そのうち、ケレブファー

ド:身が編集・執筆Lたものと-c球J~王国家; 19自、 r 将来~-_ L 

(
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1“ ht::}:， i¥Y¥，i¥¥'JI日imlぐ h(，l1:1:ぉ↑1f↑1lIl.lT，J!c/hm::l(';':-;I'I、山 ;)1lhli(に"リ日刊i(l(iU llti'Lh↑ml 
17 K10ε jJ ~εr け-:l1' sヌ)， U'JIW乙ts::aar，1989 (~ノι 卜、， L'Jlweムts-::aat1 と1]1同一「る)

7cお、五香(.;!:.I-.pc19刊の111:こは討まれてし、なしに

ー ~.Û、:) :， 6.6(4) ふSJ~
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てのまLt士~~家(，1 994ij--::) 1勺;がある v その1也、土;x(:1:fft佳j家に関してクレフ

ブア、プ6i--~AtO: したものとして、 l 環J古川本灯、f 際IU な :int目 di:::zip~in;.\rl 

2官湖百nJ ~ ~や 権威主義的なヱコロシ 同家の〆立れはあるかっ」山と， > ') 

包むの論文がある J:J， 1、では、二九r，0)論文を中心;P、クレブフ γーの

ま辺境問家論の雨、い、をいくつか紹介・検討するヘ

告書2節 環境国家の概念

(1)定義

クレ 7 ノア は碍J主同:ぷを l涼みカYRなわれないように寸るこニ

U n v erse~ìrthei~J を任ノぽとし、ぞれ千決定の-:lt準ぷよひ二千続LItil'とす

るi町家航;i. (l:Jr;:wc;t"tば l，S. /[3.)、 l 円らの 118'， [Zwcck] を泉本自立に

球境イ長友とする国家 (Um¥.vell巴t3<::.1<，，1:0; ZukEnIl，日 IU:3;あるいは 白

iεDelS. ~H ，-"sg.). Cmweltsta"t als Zιkιr.ft， i9~1 ，1 ~J'J. r< . ;.~lliwd(sta2t ~ds 

ZnkllllL I と引用 iるl

lオI)er:.;，.1 1I 1~:r :J iszipli ヤ liin: Aspれほ (1出!.Imw叶lおじゅL万 円 Bl.， 1994. 12 以下、

r[)工BL.1リ日 '~J ~: 'J iJTIす。}

7ο !)elメ ])1-;，lht de了、 utori::ceö.iw:ogi~'c トヒ Staë. t 〆 JJul;ertus lhull引 ster (:l:-s ，~; 

¥¥'CP-'C ZUEl Okoto符ischcnl( cchLS"la;)~. 199/1， ， I;~ ¥;:Lト、 IDcr 3U~の ritär じ

iik山羽isch へ S~J叫 と引用 d るノ。その油、 l京J~:r:~、家研完シ 7 ースの ::1 亡\クレ

ブブア が執撃したものとして、 1¥''1.Kln刊 t， リ1rsg 人ln叶 rllIilenfed行

l- :1l \\'rl~rcchL:， dCf [，'U 日 1 川 DDR ，日)~)l: C. F. GcL~: n:anll .' I¥-J. K川 CJ、1，人 Han(1(.l，

IJ llt臼 rRi叫 koi m :.: r，l'，\'ピ Itst""，~， 99~~: C ト Ge~hn 己 llll ，'¥1. f¥ luピpfeuH. C 吋，1完 n円

cr， La与えzcil、crantwort，ιn符 i:nLn~\.\.cltsLa2 t. 1093 じ F. GCL~èE1:1 ~èll ¥f 

](10モrft";'S.:~ei' l(-;rL. V(-'rlt'i;uc伊都>，削 l~tig'kei いTl I リ川、，\'(-，aSlä ，~ ， 19%: [¥-1. ](川jJfel

i\ nthropoz巳 ~:trilc Frciheit u:，d UElWCJ ↑ぉchu:，z[11 !t'ι!tJicl刊 rSicht， 
E内S::-，:f. Kl()<.'~)f川(111 叫). SC1:ü[w:1..日 Umwcll~)('w: 1)L引IIH11吋:1..'1'l-m-wcl 

trec ← selltw;c];:I~; l1 g ， l~j~)~ があ。 与の巾守、 LölH， 7 t- i ム Yer2，;-，， \vor~ ，;llg 111 

1: 11: ¥¥-'C: L合U::':1;.190.3. ~chübιdc c: l:m¥A.c1lbcWlllうlscins'.:llfI cLr UE1V¥'clLL:ch只cnl

\\'1 ぐ“ 11111ι19% 及び V(-'r:Fi1 1l1l .;;~;g('n'ch:_ig;， F;t iEI l;;m日中日L，It.199~-) は、 フミ見じ

おる。

21 なお、 J法院司家論プ口ジ クトは共戸耳石子亡であ;;:;/"ふう、L¥Iでij]m-$ーノJク

シYブ F の F 見F午lも足、寸 Lもクレ7'7T' -'W; への見院とはいえない~.:;分も
オちろうが、 n 、ではケレブブ.~ ~の売 j鮮として o l.;J.!する「

二日誌s，)(円似)3);)仁三3 l只1



。
}附 l此

らをま投境保義どいうじ申'" [Ziclcll] > 付イヒし、こすしを後~f;んな任務シ

する1'，1ぶI(DVBI. 19~)t1， ~2.:; こ定義する。~/]、 1者以草境|ι↓ばとい

与欣念が多義的 [srhillcrnc:] であること、也、~家去法境保長と 体化

することから牛じる H、々な問題吉崎治ドj 誌という集約 WJl念

~Sar:~lllclbcgrifIJ のもとに立されること (DVBL 19(H， Iワ)、 I;心開城

I"i本こいろ概念がで示。限リ杭侍1)1\'(1めにノ IJ いられる-'~ ~であるが、口

走1;ヲ;全 i 会国家|力なものを述想えせる場ffT もあれば、 rfÆJ-~~ 警察志家

的なものを連想苫せるJJ7j合もあること江川町1tst誌は日 1::;.;をj)j指す

令。

(2) 国家目的

ウ〆ゾ 7γ ー:土、 r"1家論[日じ;aLSL:1C(l rÎC~ とし寸表題のもとご、ます、

球境保護が新Lv 、国手:υr>~ となるかどうかを検討L 、平和、 H 由、 ä:dî

同家、百三、同家といったと?までの「可家F:B'Hこ隙j克保護という訊たな?日家

Ll的 ð i追加[~ミれるべきであるとする

(l;'jl:l竜保誌は、国家論ピコに考える仁、恥しい臣家汁町民t札抗日'weckJ ムぃ

えるか。 ヒオ氷目的とは、凶永グ)_::当1L技拠であり、 次的な凶京{JI:i5 

「出tCltsauf引btλ Il~ とi主》て、より"九、人，});-i :~サからもはや1r;出することがーでえ

なしコゴ'iJ~G j'Jは、 Eのときどきの住l永山佳史的状況の中で変化しうるつ近

代的な国家村崎諸におν、ご斗初、臣家H0う されf干のは、平和と向山止にで

あったが、その緑、と当家が新 1，"H:~;町J緊張に脅かされたと示、法治凶i': と

不全，;j家がICI京汁l内に泊加された λれらのl"J家lV自は、刊ししミ危険状思l二

Zきついて日家~f~i ~-4羊入 3 れど 目安の自，11被告(j.I~~~括むよ去をの 部手古よごν

ゐが、 1長応保体のほ宵ヘつrfi!it枯渇が問題しなる場合;こ;之、て jし[[[1[[機能]

を超える保護が求めりれ、いるい恒人にIすする段坊の目安庁Jでは品るが存イょ

論的な告:味に主主マプLゐて、:r;れ定保護合的['OJic:l)j( 11 i力こ苓えるのがノ;-Jlf'i'I，Tあ

る( 2l-;-世紀のF1支が.f~~1古 F日夜に

~ I )丸山 J994，に lミf!'

{も l なるだろ λ ことは明らかごみる，!

" ¥μL "lU ~'l lht!\\-d ，- ~>laal "，ls ZukuuL，~. 8 H 

ー ~.Û、 :):Ji'662) ふS:J2
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(3) 国家任務から国家義務へ 7

次に、クレプ7ァーは、環境保護という 1'，1米作務からいl家義務が牛じ

るかという問題を検討するc 第 1に、国家任務に関して、クレブブア

は次のように述べる c

(1 1黙的生存基琳 [NatlirlicheLebensgruncllagen] の保譲は共同休

[Gcmci川、cscn] の任務[i¥u[gabc]となる〕自然的中有基盤は共同利益

[Cemeinschaftsguter] となり、その維持平将半的な利尉可能引については共

同体にl;;iずるあらゆる個人が利害関係を有ずる。人々のi1、寄生に対する危険防

除が問題にならないところでは、祉会的な規律メカニズムが除能しない|以り

で、卜1l!:の規律権力である同家が必要となる 同家は、自快凶J牛有た楳の維

持という公益が他の利益よりも重i比な場合には、それを具体化し実現しなけ

ればならないハ権力を独占しているため、結同、同家だけが公誌を実現す一る

ために必'&な手段や権力をUrt1に使えるひしかし、回京による環境保誌は、何々
の市民や牡会集団の協力に頼らざるを得ないことにit意すべきごあるレ利害

関係人の意思に逆らって有効な環境保義をしようと寸るなら、抑制的な「段

を使うしかないじこれが多用されると向山市]限につながるだろうっ同然的生

存基盤的保護は、(共同体にかかわるという意味で)原則として、公的fi務

[οffentliche AufgabeJであるが、すべて国家の任務に属するとは言えない，)

(Ul山、cllslaal，S.1イ;6) 

ここでは、深境保護は共同体の任務であり、すべてが国家の{工務とな

るわけではないという指摘が重要であるコ第2に、 1"'1家義務に関して、

クレブファーは次のように述べる。

く同家がしてもよいこと [Dur[cn]、つまり、原境保護活動を行う権限から

当扶に環境を保護する義務[ドflichr] は生じないっそのような義務は、 5E法

から哩附すべきであろうコ

基本権、特に、生命・身体を書きれない権利ヘコ所有権(基本法2条 2J宜、 14

条)からは、人々の健l，j!cペJ所有権に影響を投lますような重大な時境汚染があ

る場合にしか、国家の環境保護義務は生じない。

社会同家原則からは、エコ口ジー的な段低限!支のI1存保障 [okolo即日h内

北法59(6-661)3551 [lO] 
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Existcnminimum]が問題となる場介にしか、同家の時境保諜義務は'1じな1.'~ 

凶家の環境保護義務は、基本i去の約;観法[円価値決定 [objektivlぞchtliche

v .... ' crlcnlschcidung]から'1じる。> (JJmwc1lslaal， S. 16-，18) 

以上のように、クレプファーは、国家義務を国家任務からではなく、

憲法しかも某本法の客観法的価値決定から導出している。では、このよ

うにして導出された国家の環境保護義務をクレプファーはどのようなも

のとしてf町いているか。

CJ且f丁の基本法は、[現存の]市民と将;j(世代の生命 身体・財並に対する

豆大な危険を防除することだけを阿家に義務づけている。この'1'伐領域では、

環境保誌は、国家がU らの責任で直Jj~ 県たすべき任務であり、版行を市民に

任せてはな句ない。今述べた任務領J止の外であるが、リスク状態がいつでも

危険状態に変化しうるところでも、国家は、環境影響を広範に削察し監J腎す

る義務をrtう。開家が、中校領域に属さないそれ以外の任務を自らの責任で

来たすか、ゴ11卦家島」な環境保護の形式をとるかは、原則!として、凶家特に¥'，

;1の形成宵卜Hに留保きれている JJ (Umwe1tstaat日間j

ここでは、|判家の環境保護義務が中核領域とそれ以外の領域(以卜、「外

郭領域」という)に分けられている占、国家義王寺が現在の山代だけでな

く将米の世代にけしても及ぶ点にn意すべきであるコ

第3節他の国家目的・原則との関係

(1) 自由との関係(工コ独裁への警鐘)

クレプファ が考えるように、環境保誌が新たな国家リ的となるにし

ても、環境保譲は伝統的な川家目的や川家原則と;子屑しないのであろう

かハここで、クレプファーが最も危慎するのが、環境保設を理FI1とする

白由の過度の制限である。 1993年フーレーメシで開催された「エコロジ一

法治国家への道」というテーマのシンポジウムにおいて、クレブブア

は「権威T義的エコロンーl川家の恐れはあるかワ」という報告を行った。

そこでクレブファーは、く環境状態の恋イυコ市民の高い環境意識によっ

]
 
I
 
i
 
[
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て、出家による謝境保良治問(;1多くの社会的コンセ〉斗)スに4って支え

られている。"罰J克という目 (，jがあらゆる J ↓えを 11'_~1tfるような i:!J象さ

え与えているム Lかし、ここドは戸市一七会への脅威~) ，{y: (1する J な

ぜならi表J党保護は他の伝jiμ〕様往の|、でのみIIJ院予あるからである c〉

(~述べλ 後、以下のょっ:二、 J コブフシズム、エコ社会主義、ごコ口ジー

ユiトトそして日山 i義[出公共同{芋のエコ Uジ u01]ニュ アルの 4つ

のJ相互国家のンナ 1)オチ示Lた2¥

「域境危機Lこか、亡人々は前L1，'，エコ Uジ LトJt}，L組ι 朱1tlこ;AFちする必ZE

た強力な洞宗!こよハ亡のみ"J能ごあるぐ Ii、純な海限を1';iかコた，，;-Ffii配分l'、家

戸けが、 f~誌への多くの iムボ全規律すゐ伐院こし、段位 Lλ るといわれてし

る ての馬台考え九れゐのは、同るしが今ま「の fiffl 関係を ~:jH 手 L 十ままでJ七

五!(，e'J休 'IJにとう1立、tLな抗告Eを独占する企 さのためこの回京 Jr;ß~ 三時に

z，寸しも(ノオ lì王ごはな l 、が-L~_! '; ンズム iOkofasch山口11只 と J、吟1 さ t~， .0)、

寸京消んの犯行が環境とって重弘な f甘えに院する私的処分~:t: ~>従来(〆て行わ

これは留保コき f がニコ社会上義 ~Òlζos問、 :iSî.l USJ

誌のがふさわしいだろうし、 nぃハ変誌も lFZH，-Eドjl'二望ましく士い。 I ¥Dcr 

中ゾ:*格的に指揮されcll出粁情的組制されこのような l且}心l工、J、r 】 F ャ

"ι::::"_1一、

〉呼札るかである

川11υrT:.:iTP!b:f)叩、川【"Sl河川ご、 4Gf.: 
l 中黙8"J(."は例えば~:{1:止主投E'Jテクノ々ラー i、↑手杭らコ ilジ一三"ー

ト [(;kol ，)日ISじhぞ仁 I;ttn~ 占が考え得心、彼らはとりわ J了その代ぷずfの了コ U ジ

烹議 ~o~rl':'j あるし， 1;;:絞らがj:張寸るエコロジ ，，'，、l白lク)孜前:二 11ー当引を児w
L うるが、 ;2712ながら IJJ~の多数志子、 :l 当性々:

日ろう そhに工コて 現行憲法ムの田家悼法存表面白v は根イ干しつη も」

しずれの場合も 丙;が権威王義的で中央集程，':'11"組紘され指障される区衣川

疫がHL:支されうるだろういさ v に詳し f見ると、寸てにJli.--u、境保にはlT-:1.1;-'-i

呈よ司 j.'とがt えな v

的責任をとらな~， \し、 Jl 号らく夫[1ヲに消却 C 主な v 土 J 事門家主~l;の灼 :íリが、

ドイ;;(，~i:) けゐ持続に孟寝な i)~定)tìf半の際 l も認灼() :1lうるとJ勺う 氏主的

な布1tvをおっ社会からRヱヱ義かわ/:iいエコロン エリ トの支配体制への

さらなる発展[立、持;;.h:~T) ;r~ (J) 良行 とそれから帰結する、時必;こ重要在治的

LJ2J 

~:: Dc:r aulori，-tu'l' otol();{iおじIIl'Slωl {r. S. ，e<> 
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を ηi家カ;'t~~1-f'~&る必芸性 (.:')J菅った 07) 11Iでいっモ 4'えられるご(J)，:r2tlLoriLftn 

ol，ologi汽cht'Sロlal.Sさ品千)
「さらに吉出よ-:0:，町公共同イムのココ 11ジー的リニーーアル

川町"引 ;llgE-;ne" freil-:eitlklwn C刊"'パ¥'t'SensJ もありう ωた九入〕幕十三民に

l主民保議とし hう|司宗ヨ1宇品jノ;が以り人れられたことは、 きのJうな問先を子

二，うるもりごめろうが、それ山、ヒのものごはない}ゴピ ， ..t_~:だと三、われるのは、

トイツの政治的、 }l、的、怪出U'，そして?十会的法定〉ステムへのヱコロジ uS 

川IJrfl りより~:ít し'.~こみ人れワある c 現代の説法回不ぴ)工 3 口ジ 日~ l，i二 l ア

ルになるか、むしろム J門乙 irむほ時、 l;id尚之配構12lこと主るかiz とりお:了

成主「立与をが u寸品、午)にもlflr，J~.主 (I~; にも j 川1lI}~~ i-iうZJかどうい、 そして、均台

にょっとは、いかに甲く克服されうゐかい夫むされる。 :D~T i:lll L¥)】】.::'(

ökologischεS~aat， S. i) 9ノ

ク νフ77ー:土ま丈、仙の論文で、 とコロジーを志itfJ-Jる門家の付ヰミ

[l0 イメージとして、 :11全体主義的 j"ij'託子アル :TotaliU~re 紅白tsmodelle1 

(エコ独政 [Okodiは2t;lr];、ひそやかた H::!喪失 [Srh:cirhcn¥ic¥

]，'reiheiLsver: USL] コロジ-.Lリ トj、 1需主i思議出ヌ|会化

l Vc，町出IIsc1、afULl則、 4)協倒的ミ出家 lDcrr、ωpcnrCl可CLlllwchsl山 t

といっ丈ものを小している II 了!t\V e~tsムユaL S. 68 [1.) c おそらく、

l一義的国家，T-デ yレ(工づ主主此1に;土、工づブ 7ンスムとエコ社会

:主}ひそやかなゴ自技失には、 にコ竹ンーに 1ノートが、品質!的環境 F[永

に l之、白 111 こと我山j公凡::i):本の l コロ :-":'-Ú'~ ljニューアルが対必しといる

と与えられ心

では lこ f三いてド1mが引I~R . ]1殺さ hるおそれ，アあるという

アレ/ブア 的考えは、トイ Yドおいし一般的なのであろろか。ケレ/

ツ4IjJ埠境保乏の社会化とは、ニコ)~玉lt心主J 材~(-{:立i起するものご、臣家的役志

を'J虫く制限Ll'会的訪}JがそれJと〉てかわると"うも 07)であるυ 烏J;包慌E舎の

手会j~:よ、三三らに巾場経同町γ っす'[]ーテ、ォルタザアイブ7 ブ n ーナ、 Hl討議

，fL !，:分かれる。市場柱uiアウ，-r，ーチこは環境保訂i'!t (.-~T行場メカ三丈ムヰ !IJいるも

のであり、すルヤナテイブ[:¥l~\';-n;i↑ iyJ アブロ チ〆は地方分惟Jf-Jな段埼保

芯をfうものであリ、規川絞和と lは土ι(打TJ暁兵粁j済斉的山巾三義的心主:土斗i...c湯話カり回急

を品嗣サl附仕収!しよ うと ~&.Zるbちσ)であ乙 (rlト1立l!¥.¥-，刷札じ什'1討Lいιι叫1IしφS.70 ~~.)んυ 

UJ ー ~.Û、 :):Ji.6 ;i S) ふS48



トi'/，:I翠堵回京市ノ ト

ブァ一割汗のiをに1iわずした討論のま〆めによる〆、ク Lブブ ーが主張
しょ二」うな見1芝0));乱立保乏による危険性という問題は、シンボシウム参

加古の悶υ の外L:あったよう守、;墓古i'-苫の多くはi主ド、環境保誕の過少

を問題としごしミた(DρraU:JTiUjn' okυ!，叩叫lwおtaat.， S. Gl) c かL右

がら他方で、クレ/ブアァー以符辺境医家を扱う前苫が、王立境国家におけ

/0エコ10¥裁へJ エコユ I}>..~卜主犯という考えノ~.1: l){リ人jしていることにも

江主宇べきであろう 2~;

民主さ主義との関係

クシフワァ ;主、時Jι保識と義とのIlfJi;ふニッいても徐討するが、
ここごは、民王王義の耳:界を強調L、将米!ILftC)利益をノft.t(~うる新た

な組織の ~1 i3:をと公えるラ

2 

〈代表iliij民主主義に);いては、支有Jずる名と支配さhるιをー殺さ什ると
いう考えが氏.f:.+:~，(;)以川し) r.~淀 L こ￡る ο 氏ゐ~-.:tえは、 lむlfその引J*長itl<をじき
るだけ包括的でとキ|く 4.1志 jλ 子銃千 ~~f.花!〆ているひ二のようなかL定省と{た

だ手j斉調係Tcの 2"1.c ~立、将来の存;とを宅七する主 7 な決定の~:~こは、回主計ム

なる。ぞク)戸、で、効果がそ〉つばら J古来に)t:;ノ1.:〆、不TiJ主的に存干Iを万点ずる

はと将ポや変事するよっ?に決4をする桧限やilこ与山岳民 1 1主主;こは認めな vミ

こともJJえムれないわけではな1 しかし、遺 J去から将来(.，-):，jすノコ似点義

務は生とうる I この百日題い対処?とには、将来 11界の禾:1拾の七正的1>)しが考

えりれるだろう戸そのため、将米世界のftEt委員ど iucu比ム dcri"ch口氏at

グ〉設置がR..L..J設の中で11当fされる，，，) (DVBl. 1994. 18) 

「将立三世界の伝説委只会 lのように長期:ねな渇里子での決定がで占。新

たな組織の必要件は、エ 1ロジ 受民会 [Okolo幻schct"R:::l"Jの」つ l

]
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kn 

~，シコタイベレク:立、|家の将来50な 3 つの〆}ノットと! L 、彼が盟主~ v 'と

考;えふエコ口争ーす志向家と牧んで、 ]リσ民家 P "Y'(~ ve'， l;();日 tadl (クレブ
ブγ のココ民放に柘弁γる人テクノストうクチャー [TcchncssukしurJ (ク

レブブ γ のヱコエ) トに相当するj をあげ亡い，~() L (町、 lnlX1長 (前担作

7) S. 378 ff.)、 t::) .:'Lスは_.虫およの危険れず|走ら議論を始め ιいる

(仁ιlEi口弘 前民;'+.8) S， ~2 [1.) c 
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l此

さiしてし、

。
}附

付イソでは広くJ:なる名称が定われる場合もあるものめ

るようである勺

~定法との関係第4節

分析悦角の つごあ。環J京|川家戸市の法的意lんを考えるよ立台、

;:Lil、論ゃ法解釈論じりえた彩響の号、|人l才t¥' 注LIすることlする〈

ぺどこで、 jユトでf土、憲法号個別;正、との関係につ 1，'で険工]--9る

(Jl 憲法(特に基本法20a条)との関係

第 3Dî "C'扱ったは白や民王，コ義との関係 ~i、憲法との C\S係として í:' 置

づけることもときるが、ここいじ l土、 i住友在、zo抗女王レの同係につしミ仁荷主~

にはパおこう。:i.tじめに可111れたように、基本立、フひじ条との古里係l土、

t宇治同家請の法的的背はあるいは法的立l之を明らかにする I.，-C重要

な百戸円、であるからである、また、クレプファーのE岩崎国ぷ議ァロジ J ケ

[1係自'1--I即日 に占L本粂市 (1D9Cl本IょっOa条迫力日よ

時期刊に重なってし ιるため、クレプワー の環境|判事:論が、

条を迫力uJ-ること争日約としたIiJ能性もあるつ
これに関L、基本氏以)九条に関するクレブつノーの見f干l王、すでに五

平岩 ìt~づ持 fiH によ :H百 11'されているため J三五主しくはそ j しに fttることとする

が、環境|主|家論との関係-，-'-Iよ rJ;; -1ciJ:2Ca 条によって1 法秩1了~:S，:ft，: l)" (~ 

いl5:1片:(ゲ) 1.宇境問家に;t~ぞ l 衣替えすることは起こらないとょう

時十立↑おおうi刈家[:_:;1';主規定を老け入れたことは、 ドイ;;佳子-1:け、和1"10) 'J最

靖国家」へこ(も j 付かう発展における ν 寸~i( J J 1"、ョJ 山[jJOムI1lo~ no 

日 t-'lrE]ょをなしま宇co.Jというケレつ」ソ? の L~J七が孟吹ごある。つま

クレプブトは、基本法三;)れ条によ η ご保1立国家が'1U見lたのごは
、
7
 

V ，gl 出 (-'in~wrg. 前掲汁'/，1 S_;-;玲;C"，:li(';，;"，前J君H:s) S. ~-d~) ff 
~~ -y:1ル a クνツザブ)'- (出j詩l円ff3J-O : lへ京日以 ζ し の環境'í~~~P

主主キ v、Mr2IJ:t::C)a (っして 」立大1)、学制弔 問問削 40;;頁ぷ卜 ;:IJIRi市サuE
(~?3 良 rJ， :"')口仕打、 この講演|人J存は、1\.10七jJ ~εr. tr川日l~schutz zl1s Verfassun良

川山1，，-.2ult! lll'Ui.'1I /i~:. 20a GG. DVBL 199G_ 7.3 Hに対立、Lているむ

ー ~.Û、 :):Ji.6;; r;)ふS4行l.:.fi.l 



トi'/，:I翠堵回京市ノ ト

なく、基4((1、つ0，条{土、環境凶家に宅るj岳j品印、であると考えているよう

であるつ

(2) 個別法(特に環境法典芸草案)との関係

て上、き$家を尖:l:f;~するとめには、基本法改正を踏まえ、さらにい

かなる作業が必紫ごあ。こケレブソつ は考fているのであろ λ かロク

レブブ 7 ーは、での手段として、 i京t克法~の制定、局窓?セスメント幸t

皮ー凶体訴正υ1)界入、市民の閲覧怪 a主主担111;;の拡大、 [fl民是正済言l宵への

球坊コストの導入、ユーコ U ジ 税制改晶、改埼弓凶 ;~j の発段、環境責任

v土の強11"をあLヂている(lTmwdo::staat，S. 37 ffんそごで、ミタ〈;こ、 クLフ

つ Fーが、 I岩崎周五ミプ円ン二クドとほぼl宇田jを同じく lてmzり叫んでし 2
た時尻町長典化作者tレ0)持係を倹20-Jるr
クレブフ γ ;土、レ ピンゲ (前掲、人ハイ fルベルク

ハルトーシ J ミソ!、 アス 7ン、ベルリン白山大学教校フイ '1ソブ・

ク一二ソレとjhJJ主邦環境IJ の委託在受け、法共化作業(:~_f)Z，りMUよ、そ
の料来、 199Cイ|連邦殺説;丁字社古書のーヮシして l環境Ij、)t， 総論 を公

した (fj，-i¥環士育法典宇案を 申案」といい、法主1;環境庁報告苦を I報

;TJfI」とし sうiお J もうとも、却系にコいては、 ずでにぷ II'eJyミがその巨

木市長r:とともに11介し〈いゐため山、許 Lくはで才れLυ;

二1で"'(は止、ヰZ±克出家主JI(-の防がて"'，要な部分のみを兄ておこ与

i人iよ、凸索開報告吉1'，'，"九に、"，とり任務分jHを千丁っとおり、 ケレブ

ブァ lム，-t:(命、持 i主主{総日11)、第G草稿:ぬ持2ヲ!I'J (碍:t5i賦 il~t~ 合、

i震宅助成人 11 巾例行茂、存 rl'~、公的機関の;買 1主義務)そ L 、全体の高

怒をjR当している iS，V)，そして、クレブ 7ァーの相当Tfμrにおいて

時折サ4ば口布幻影響が明係に認められるのは、 lρ論と弟 1-;c~: (-j条 (-1高i勘尽

ごある U

まず、報告吉序日47とは、草案の料イトやがぶをfう:iii(，、草京ぴ)1予E安が

U~ll \V d~hunli l'只日目 :L Bcr:cbL2 7/引)U;nv，:c!羽c5cLzb~~ch-^-!lgcrncincr Tcil 

2'i牒1，:戸靖 トJゥJ長崎i)、貝苧議hついてJR研削きliI号(;$ド)2年I1頁以卜、
必己 'K・F田 νンツ沢「ド1'/環JLE決内 総論稿 iJS;' (1; ~ヮ . ';"iー) じ

fiJrG8.主主 i 号llGrÜ~: 、 G8 1':~11号 (1992平行) lC~í只以 l'， 

二日誌5')(円 fiS:J) 3に45 jJ6J 
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説明されている部分であり、特に、第 2節「憲法上の山発点」では、ゴノ

'1川家任務としての環境保護」② '1'.1家義務としての環境保護ワ」③「品

本法における r環境保設」という国家任務規定 [Slaal日 uIgabcnbcstimmung]J 

④「環境保護法典に関する連邦のす法権限について」といったテーマが

扱われている (S6 lf)。このうち、①と②は深境国家ブロジ L クトで

クレブ7ァーが述べていたテーマと重なり(第 2P.I1(3)参照)、内容的に

もほぼ 致するじでは、これらの議論が草案に具体的な影響をりえたの

であろうか。

クレプファーは、序論第 2節くわで、巾核領域と外手1;領域の違いについ

て説明した後、「本草'条は、以上の点を考慮して、同家による環崎保護

を上述の巾核領域に限定し、社会による環境保護を強化するという つ

のモデルから出発している(特に草'長6条を参照)CJ(S.9) と述べる。

つまり、環境国家論は異体的に草案6条につながっているというのであ

る。では、草案6条とは何を胤定しているのであろうか。草楽G条は、

以下のように、いわゆるj;:!;働原則 [Kooperationsp rinzi p ]を定めている

(藤川・ K.F.レンツ訳によるん

， G条協働原口11

I，U 環境の保護は、市民および国家に委ねられるサれ政庁は、恋;1、以、伴、

または法律の根拠に基ヮき課せられた責務を来た寸ょう義務付けられる。行

政庁J止、減境の也分な保有が巾民によってはれわれ得ないかあるいはれわれ

ない場台にのみ、行動すべきものとする。その場台、とりわけ環境の保護の

ための協定の可能性が考慮きれなければならないサ

i2) Ui 1 :r:自治 2丈にいう責務を来たすため、行政庁および当事者は、それ

ぞれの法令の規疋が疋める基準に従い協働しなければならな¥".-，

i3) i~，;:止または l 命の措置に対 L、市民をして自己責任に基づく決定の WJ

能作を残すような措慣は、それによって環境の等価仙の保護が達せられかっ

当人により強度の負担を負わせるものでない場介には、優先して適用される

ものとする。

i4) 行政庁は、以卜で掲げる場介には、お l取治2丈に定める責務の実行

を凶家以外の者に委託するものとするつ

I 法律により命ぜられた場行、または、

[17J 北法:i~J\6 ・ 6 :14)3544



トイソ理境目家論ノ トi1:1

2 同家による育務の実行が関係者に不当な負担を負わしめる恐れがあり、

また、その三戸支において、国家以外の者であっ亡もその責務を何ら問題なく

実行し得ることが確実であるとき。

国家以外の告が第1;とによって責務の委託を受けた場合、これらの者はこ

の責務を自己の責任において実行しなければならない ¥r法者は、この場介

の責務の実行についての凶家による恥骨措置につい C定めるべきものとす

る。」

そして、この6条に関L、報詩書は次のように興味深い解説をj丁ってい

る。

「 般的に述べると、協働原員ljOJ中心は、環境保設の|療に回家と社会が協

力宇ること、特に、 l阜日IJとして峰境保識につい亡同家、特に行政に責任があ

ることに辻吉、しながら、環境政策上の窓思形成および決定プロセスヘ社去の

科勢力が参加することにある。環境保護は原則として公的{千務ごあるが、例

外なく凶家的fl務であるというわけでないから、凶家と社公は、環境責任を

お互いに押しつけあうことはできな，.¥0 にもかかわら r、国家には公共の福
析の伴i%がゆだねられており、統制する紅務がWf1;f;されているから、凶ミまに

は囲内的な優先住が守えられ、その権力手段により、桜境保護H的の九現に

際し凶家は事実上明らかに優位に υつ。J (S.155.)。

また、 6粂の指導用念として、「域境保育長が国家だけの任務ではなく

市民とド|家に信託されていること J '1叶家が率先して果たすべき粁務領

域は立法苫によって確定される(巾柊)領域に限られること」があげら

れている点も重安である (s157)。

ここで引用 Lた部分が、クレプファ一 人の見解によるものかどうか

は明らかでないが、クレブファーの環境|川家論が朱礎になっていること

は再定できないc つまり、前案の協働!息則論には、球境保誌に関するク

レブ7アーのド|ぷ任務.1"1不義務論に某づいて、川家による環境保護を

巾核領域に限定するという考え方が基伎にあるのである。

北法59(6 .65:;) 354:; [18] 



(3) ヴレブファ箸環境法」との関係

。
}附 l此

クレ/ブブ 7 著 T二法止、 ドイ 'J~完成法的昌之本吉の つであるこ

同二号初阪が山収支引たのが10約立、司Ff第2収が品収支れたのが1998年

ごあ J人 19俊平から 1992拝にがけて千われた{宗治川水ブ1コン γ クトの成

果がfcJ昇給(~収に;~-;刊を与えたロJ"~k院がある d そこで、 rt~;~境Iよ」シ fヲ

喝メふもf記'l'に見ておくことにしよう。

i Jj世t互v-、 p の吟言者~~うrt おけゐ初ほとこ収の;忌， 'でLIじっくのは、

r君!克J、のE至史の育子迫力1Ii'オL7点(第つ章j、 c涜;克憲法l環;針了政」

という￥;こ I--rkl士tÌ 1~ミ)~に問 4 る国家f工:rtj に代えて'[週末 LI主主としての

{某五法20a条).Jの口口市が人自力目された点 (士市1主主13 11)、

初版ごは「間接的自助規削;の手段」の「汁で扱われていた術助金、 g;rJf1w
等が「経済的子役」シしてまとめられた点 i第}辛口前IV)、在;{長崎賢

イ工法 Lm¥A七lthaHluιP;Slピ仁hL I日開イ|制定]の記述の追加で環境在、口、の

部分が、鴎J立邦IiÈ，の記述の追加で J~J見刑法の喜3~司、が充実した点 L第

，)主件、 治7早) ξあるυ

こ己て注flされるのは②の部分¥"ある矢 Y いろのは、ぞの部分¥日

境1"'1'さえlに触れてし hるからであるし (2:'I[E ~:J U-、(午、:1ニ環境;J、先申案) . 
の関係;ご述べたごとと計二重なるが、クレプファ は以 Fのように、

犯のi斗家片的は環境1'，1'示実現の防音と士山のごはなく、逆に他の1'1'手}主

的との刑荊 i を i亘るこ t に土って、 ±i境出家が(二J;~羽するc:J'ô'~怖が7再すと考

えてν、るのであるつ

1-";1:，辺境保護という);j家ド県をr手I7人れたごとは、総じてドイツ述書1);.日利 Il三

がは:民民家~"~ Iもノ発展するにあとって重要な憲法 lの転機 [Marl吋 l:in] ~ 

ールー
'" '0.1 乙の続台、環境国主主i土、環境がtWなわれないこレをその諸民主の'F

聖書士じ涼およびさま準とする1，，1家ど域鮮されるべきであるハ諸説1'，1家カ長本ι去

の下でí1、佑!日系的、民 -r---r 義的、出邦 a ネ L:会 l 出家 I'f'~ な情造や持たな~;-ればな

らなし!ことは、その孫、自切なこシごみる、これは、民院内家の理念を弱め

なお 立、 K]u(']i↑lT 7-，tr日c，;chi(';-::t(-(;\丸山;t:-;，~hUl T1mwC]:T(【ht，19~H の

成果をR り人れたものこ考えら札るが、|寸~~ :j，Jftt涜回ポヌロジ rクiとは吉必

には WI!，~していないハ

UJj ー ~.Û、 :):Ji.6 ;i Z) ふS42
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るものとしマ士1科されとべきでな〈、反対い、 ドイソ連時共千円l巾〉政i{jンス

ァムの戸 C~~l境 1'1#、の現実的対日 W0 な力ふ保|宅ザーするものとし L 珂明主れるべ

きであるο」川

検討第5節

の明けi王国手:言信(/)午年間立をま乞めてたこう v

環境隠家の多様なイメージ

クレプファー;土、 221見 j下家を定義しながらも、より共粋~éS な L ペルで

は、 ~~~t~芳凶棄を XJ言々なイメ ジでJ古いてい心}クc/ブブア 治宝1さましい

と考えてし aる環ほ同家のイメ ジは l 円山 L義的公共同かのエコ口ジ

均リーヱ-f'ル」あるいは i品倒的1最J~同弓 'J とし 3 うものごあるが、そ

の内容は必Vしも明らかで争いcむLろ、ク Lブ 77'ーが強制するのは、

主主主しくな l、環境|主|家カイメ ジ(， J，ゴワノシズム :I，:Lコ司会 l 義..T_

~ [1ジーヱリ トl による RII:の却j~ft . 1十手むのh'cあゐ i

」東境1'1系 c!)-:::.hc訓告11百を強調しすぎると、時十品川義七体がてJUEれる

おそれ均すdうる t うに正、われるっす、 f~tt5王国家にはなイメ ジ(シナリ

ォつがあると与えることで、 {q:::;ワ主i耳ミU件、がi'ì'~_i~ されることを日決しよ

うと Lているように忠われるヘまた、よけ枯取院に、 lj最j立法p lf行4治

(，3:1) -c述べて ν 込る上う l 、環境保護 u 的の)~、け性を 7j~ ~時するのではなく、

{μU7国家 r--j 的〆の剥刊をJ架るこにl でけアましし心 j-~!U;五回家の石城戸j 能 1 '1:

を"弘めよろと与えといるのかもし れな~-， 

L γnしにせよ、 クレプブグーが時JII国家概念は{，H声巾山的f 用いるべ
きだと述べたことには重きさな意味があるようにiLlわれるn つまり、 21ゼ

ネ2~家が家になるこ i: 1;(所 !j(7) ニシにゃあり、 fえ々が7~jF(できるの

は、どのイメ ンの:dJtt件以かということだl7であるとクレブつ τ は

考え口、るの台はないか

最後にケレノ(ゾア

--31 K10叩 fer，lIElWeltl町 ht.っん，，1.，日間抗日n..fi 午、お、守票JJl法』第 3版に

も1，]+;主にロ己lポt"ある (dcrs.， J.rlJcwc:1，-r凹 h，-..3_ c'¥ufL. 200'l.告.3R1L .3-，1.) 
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(2) 環境国家論の法的意味

クレブファーの環境川家目指がv.法論、法解釈諭にいかなる影響を与え

たかについては、扱った素材が少なかったためか、 |うJ(.こは明らかにで

きなかった。しかし、この議論が草案日条の|品働原則に影響を与えたこ

とは明白であろう。つまり、協働原則とは単に国家と社会が協力すると

いうものではなく、 1'，1泌が白ら果たすべき伴務(山被領J)¥e)を明停にし

た上で、社会が球境政策上の国家の決定に参加するというものであるじ

この考え方の某礎には、中校鋲i止と周辺梓!t，JGをわける「同家義務論」、

また、環境保護は公的任務であるがすべて国家任務であるわけではない

という「同家任務論」がある(同家任務と同家義務は由Jまには結びつか

ないことは第 2ilii(3)参照)。国家義務・任務を限疋し、社会による環境

保護を強化しようとするクレ 777ーの考えをさらにさかのぼると、環

境国家による回白の制限・圧殺のおそれを強調するという考えとつな

がっているように141われる c このように考えると、クレブ77ーの環」比

国家論は、巨由主義的環境国家論ということができるかもしれないυ

(3) 環境国家における市民の位置づけ

クレプ7'1ーが」甲想、と考える域境国家が、環境保識のために全両的に

日間Jするというよりも、悼|家は限られた領域(中核領域)でm到し、 i也
の領域(外郭領域) ごは、国家と社会が協力して、あるいは社会が巾心

となって11日開Jするというものであるなら、クレプブァーが唱える「什会

による環境保護」とはどのようなものであるかっそこでは、 l]i民はとの

ように位置づけられているのであろうかコ

前述のように、環境国家プロジ Lクトには、「干士会の報境責任」とい

うテーマがすてられているし、環境ド|不実現の手段。〕一つに、環境アセ

スメント制民・団体訴訟の導入や11)民の問覧権・参加権の拡大があげら

れている c また、クレブファ一白身も論文で「牡会自」な環境保護

[GcscllschafUichcr C m ¥-vcl tschulzJ J について論じている c しかし、そ

こで主になされているのは、社会における胤範定v. [Ge問 llschaftliche

Rcgclsctzung] あるいはインフォーマルな行政活動(巾し合わせ

[AbsprachenJ や{千意の白己拘京 [freiwilligeSelbstbi日dung]) に闘す

る手法論であり、主体の役f，'Uに関しては、社会における規範定立にも公

]
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ダIt~~詰加が必妄であると王張されている程度である

Cmw日比sta;~t <.t:s ZllkU -'l f~ ， S_ 27 if.)っ

そもそも、ク νブプ f---土環J主基ギ権争認めているわけでなし川〆

(l: 111 ¥¥. e] :.sLaa1礼IsZlIlmllJ仁父 10、r!IJ述。)cヱコ口ジ一法治へのi主

シンポジ 'J ムでの討論では、先ほ J'- の王':H~ と:ょ1立に、クレブプフーは d!

F>公衆参加に大主な役訴を与えゐここをはっ詳リと住肖じないまでも
怯重な!il皮千示Lたとされる (Der技LlLon凶Jピo:(olc明is:::heS:.aal， S. 5 ~ _~ 

三L卜のように、ケレブワ J ーしi)環境門家論における市民ば二乙lして、

球坊保獲の主体というよりも渋域保認をJ:'Iりとする;1¥¥1立の区永規制jに4

:)九μをl;:J現‘圧殺されるおそれのある容科、としてとらえられていゐニ

考えつれるu

([)九日1.:994.つ01

クレブフ γ の弓:坊主i不識の議論の口、iドjt士会 (:-~~Tr;千については、

法20ぇ条識や:t~説法典宇 2ネイ J寸Jド.i';がその つであると考えられるが、そ

の池の??宗 t:~. .rコν、てほ、今後の誤認と Lたいυ 最fをlーとよぺたうす、学問、「つ

で包括的な九一l司研究がなされfャニシ!土、↑虫の環境問家市首にはない特徴で

あることもi制立しておく υ

本本Kは、守成土í~ f1;l>-干成19{弓度科宇研究費備工1)0 (_~位研冗(仁 11 勺i家

J主主主および[C)I家洋0Y'~もの高生台ンスマムとしぐの謀議J、の?再授に問する t苛究J U) 

y広沢の 部でお命。まと、 本稿心、 2(l(lS"I.:;!J2811 J( ヰミヰミ実科子長協会 i~!~~tご

郊会者合悩行氏71、分刊会および同年日当日り11北海道大学J{長崎a、政放研究会で

の認亡に土器づくものと認ι役(こ士された質疑川、詳の内7予も 部、木枯しと
り人れていゐー代究会にきさ J加されたんにはI~iめ Ttヲ之，$ '.1 げま寸い

L"21 hりy
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